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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 cococara okayama 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ －    －   円 

２ 「県外出身者が安心してつながれる交流会」開催に必要な非接触型体温計 2,000円 

 

■活動報告 

 

「県外出身者が安心してつながれる交流会」開催に必要な非接触型体温計を購入をしました。 

対面のイベントにおいてアルコール消毒や換気とともに受付で検温をする対策を取り、 

参加者の方には安心してご参加いただきました。 

 

cococara okayamaでは、人と人とが顔を合わせて繋がれる企画をしています。 

その一つ、『岡山初心者の会』は、岡山へ転入してきた初心者さんを中心に、昔初心者だっ

た方、初心者と繋がりたい地元の方など広く募集し、岡山情報の交換や、転入者ならではの疑

問点・不安などを少人数で楽しく語り合う交流会です。子ども連れで出かけられる場所やおす

すめカフェで盛り上がったり、電車の乗り方や方言など、転入者ならではの話で共感し合いま

した。 

このコロナ禍に越してきてから、会話する相手が旦那さんしかいなかった方や、職場との往

復しかできなかった方など、普段にもまして人と繋がるのが難しい状況が続いていましたが、

同じ不安を共有できました。この活動がこんなにも誰かの力になれるのだということを実感

し、コロナの制約の中においてもこれからもずっと継続していかなければ！と、スタッフ一同

気持ちを新たにしています。 

他にも、岡山で自分らしく暮らす人の生活とこだわりを聞く『STEP』をはじめ、情報シェア

会やランチ会を定期的に開催しました。 

雑談が少なくなっているこの時期に、誰かと会って話せるということが心の余裕を生み、また

明日から頑張れるという活力につながる活動となりました。 

 

 

・目的：コロナ対策での検温実施のため 

・対象者： 岡山に来たばかりで人とつながれない岡山初心者・岡山で自分らしく生活したい人など 

・参加人数： 体温計を購入後のイベント参加者 トータル２４名 

・対面で実施したイベント回数：７回  

・参加者の声： 

  コロナで外出も不安だったが事前に大作がブログなどに記載されていて安心して参加できた。 

  対面でのおしゃべりはとても楽しく、家に引きこもってばかりして家族以外の大人と話せる時間を作ること   

ができて、参加してよかった。 

 

 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

ご寄付を頂きありがとうございました。コロナ渦の中でも安心してイベントを開催することができました。 

これからも岡山で、お互いが助け合えるつながりを作っていかれるように活動をしていきます。 
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●活動風景 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 CAPおかやま 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ － －     円 

２ 
助産師によるオンライン相談対応・オンライン講座の開催と、三密を避けてのサ

ロンやカフェ開催に必要な衛生用品 
191,806円 

 

■活動報告 
 

 

「博士の家みんな食堂」「ほっとカフェ」「おしゃべりサロン」「和みのヨーガ」「こころといのちの勉強会」

等の実施。会場での集まりはなかなか厳しく、オンラインでの開催に切り替えることで、多くの方に繋が

ることができました。開催はのべ 108日、1060名の方にご参加いただきました。 

支援を必要とされている方は思っていた以上に多いこと、食堂代（おとな 300円・小学生 100円）を

払うことさえ躊躇するほど家計が逼迫している家庭が少なくないこと、物資を手渡しすることで「よかっ

た～」「助かります」とほっと一息つかれ、弱音を吐くひとときともなること、つまり、普段の生活で生き

づらさや苦しさを語ることができる相手が身近にいない状態を少しでも変える瞬間を提供できました。 

参加されることで、孤立感を抱えた人が「自分は一人ではない」と思え、新しい気付きを経て心が軽く

なり前向きになれたという感想をいただいています。共に語り合う場であるカフェ、わが子の発達に悩

む親が専門家に気軽に相談できる場である子育てサロン、自分で自分の心身を整え心穏やかな状態に

戻ることのできるヨーガ、新たな見識や価値観に触れる本読み会のどれもが、孤立を防ぎ、楽しんで子

育てをする上で重要な役割を担っていることを再確認する時間となりました。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

 たくさんの皆さんの温かいお心を頂戴して、場の安心を守る衛生用品を購入したり、専門家をお呼びして、

安心感をお届けしたりすることができました。ありがとうございました。まだまだ、厳しい日々が続きます。身

を守りながら、子育て中の方への暖かなまなざしやお心遣いをいただけましたら、幸いです。これからも、共

に、子どもを！子どもを育んでいる家族を！暖かく支えていきましょう！お支えをいただき、本当にありがと

うございました。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 おかやまメディアサポート 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ － －    円 

２ おかやま親子応援プロジェクトにおけるオンライントークライブの配信 200,000円 

 

■活動報告 
 

 

 

おかやま親子応援プロジェクトにおけるオンライントークライブ実施 

 

・実施時期 ：2020年度内月１回ペース 

 

・対象者  ：各団体の会員・広く市民一般 

 

・参加人数 ：実施回数 4回 再生回数合計 921回 

 

・課題ニーズ：コロナ感染拡大状況の中、各団体が考えるニューノーマルを提示し、共に歩む契機とします 

配信等の技術ノウハウを、関係団体にサポートして、コロナ禍を IT の力を使って乗り切るニュースタンダー

ドを提案します。 

 

・目的内容 ：ZOOMならびに YOUTUBEによるオンライン配信 

 

・感想   ： 

岡山で様々な地域支援等を実践されている団体様のオンラインでの発信をサポートいたしました。 

NPO法人 岡山こどもセンター、NPO 法人 チャリティーサンタ、NPO 法人 だっぴ等の配信トークライブ

を YOUTUBEや ZOOMを使い配信しました。各団体の配信は、今の現状や状況をオンラインで発信する

事にとても意義を感じました。OMSは、プロ品質の配信技術を主には音楽やフォーラム、演劇、芸術等様々

な分野で配信にてコロナ禍をサポートしています。今回は親子応援プロジェクトでのオンライントークライ

ブ、コロナ禍でも安心して、ご自宅で視聴頂けるオンライン番組の制作をさせて頂きました。 
 

これまでは、リアルに開催を行うことが出来ましたが、コロナの影響で、様々な活動がオンラインへシフトし

ました。今回のオンライントークライブをきっかけとして、団体自身によるオンラインでの情報発信のノウハ

ウや繋がりが増えるきっかけになりました。これは、子育てをする親や、外出する事が難しい人でも、スマホ

やパソコンから、地域の子育てにとって必要な情報を入手できることができます。また、インターネットの特

性上、必要な情報をワンクリックでシェアすることによって、拡散され必要な情報が必要な人に届きます。 
 

ITに特化した団体が少ない中で、地域の ICT活性化を担う一役になれたらと思っています。 

参加者の声としては、YouTube や ZOOM 内でコメントが多く寄せられ、「とても参考になった」や「取り

組みについて理解できた」など、コメントを通してコミュニケーションを取れたのも良かった。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

OMS はこれからも地域の方の為に、様々な関係企業や、NPO 団体と連携して、情報ネットワークの構築や、

発信のサポートができたらと思います。今回このような機会を頂き、今回の活動がきっかけで、このプロジェ

クト以外の部分でも各団体と連携ができるようになりました。各団体の持っている強みをお届けする役目とし

て、今後も尽力していきます。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

岡山移住交流の会カモミール 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ 移住者と地域の方とが繋がり楽しく過ごせるような交流会を開催するために必

要な衛生用品や、そこで子どもたちが遊ぶために必要な遊び道具等 

40,000円 

２ － － 円 

 

■活動報告 
 

 

・実施時期 2020年 5月～2021年 2月  

・参加人数 14名 

・対象者 コロナ禍での保護者支援にて、お子様預かりを希望される方 

 

＜支援金を活用して取り組んだこと（実施内容）＞ 

「休日に出勤しなければならないけれども預け先がない」とのことでお困りの、医療関係にお勤めのシング

ルマザーの方からのお声をお聞きしたことがきっかけで託児ボランティアの活動を行いました。朝から夜まで

と長時間のお預かりとなりましたが、お子さんが一日楽しく過ごせるよう様々な遊び道具をご用意しました。

また宿題を一緒にするなどの学習支援も行いました。 

他にも「移住や転勤者の方の繋がり作りの機会が減ってしまい孤独感を感じている」とのお声をお聞きした

ことがきっかけで、オンラインでの交流会も行いました。 

 

＜実現できたこと（成果）＞ 

移住者や転勤族の方は身内が近くに居ないため、孤独な子育てに陥りやすい傾向にあります。送り迎えの

際のスタッフとの会話の中で「不安な思いを口にすることができたりして心も軽くなった」とのお声もありまし

た。託児活動を行うことは、子育ての負担を軽減することができるだけではなく、親御さんの孤独感を和らげ

る効果もあることを感じました。 

 

＜参加者様からの感想＞ 

土日も仕事が入り、身内も近くにおらず、また感染も心配な中で仕事中の子供の居場所に困っていたのです

が、カモミールの託児活動のおかげで、少人数の感染予防にも配慮した環境で子供をみてもらうことができて 

とても助かりました。支援員の方々も温かく接していただいて、子供は大変喜んでいました。ありがとうござ

いました。また機会がありましたら宜しくお願いします。 
 

 ……………… 

子どもを 2人預けさせて頂きました。 

私は、現在シングルマザーの駆け出しで、まだ日々のやりくりの方法を手探りしている状態です。そんな中、

新型コロナ対応にはかなり四苦八苦しました。家事、ご飯やお弁当作り、子どもが飽きないようにする活動、勉

強サポート、さらには仕事。息つく暇無く、頭も身体も悲鳴を上げて、下手をしたら子どもに矛先が向きそうな

時に、カモミールさんのメールを見て、藁にもすがる思いで申し込みをしました。 

初めてお会いした時、優しい笑顔で迎えてくださり、それまで張り詰めていたものが一気に解けて、もう大丈

夫だ、と思えました。 

預けさせて頂いた時間、子どもは本当に楽しく過ごせたようでしたし、私自身も久しぶりに外気を吸えた気

持ちで、心身共にリフレッシュすることが出来ました。 

友人仲間とは楽しくお話は出来ても、私自身完全にフリーな時間というのはなかなか確保し難いです。本当

に、今回預けさせて頂けて、助かりました。母子家庭にとっても、ワンオペ育児をされてる方々にとっても、か

なり良いサポートだと感じます。 

本当に、ありがとうございました。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

支援金のお陰で遊び道具や消毒液等の衛生用品を揃えることができ、安心して活動に取り組むことができ

ました。 

市民団体であり、活動においてボランティアでの活動がメインとなり資金の調達も難しく、継続が課題とな

っています。このような支援金はとてもありがたく、今年度も皆様の声に傾け、必要となる活動を続けて行き

たいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

●活動の様子 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 子育て広場まんなか 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ － －   円 

２ 外遊びを開催するために必要な衛生用品や、そこで子どもたちが遊ぶために必

要な遊び道具 

50,000円 

 

■活動報告 
 

 

・開催時期:202０年６月~  

・対象者:地域の親子 

・参加人数:5組の親子 

 

・解決に取り組んだ課題: 

昨年の緊急事態宣言により、在宅ワークが増えたことで、｢自宅前で遊んでいたことを通報された｣ 

｢子どもの声がうるさいとアパートに苦情が入った｣などの事実があり、子どもをのびのびと遊ばせる環境が

減ったことによる、保護者の不安や親子ともにストレスの増加、それに伴う家庭環境の悪化が考えられまし

た。 

 

・ニーズ :  

・コロナ禍でありながらも、子どもがのびのびと遊ぶことが出来る環境が欲しい。 

・保護者自身が安心して過ごせる場、不安を共感したり、解消出来る場が欲しい。 

 

・活動内容、参加者の反応: 

6月の 1 ヶ月間、地域の公園にて子育て広場を開催し、アルコール消毒、マスクの着用、体調確認等、感染対

策をしながら外遊びを実施しました。子供たちは遊具や砂遊びで楽しみ、保護者は子供を見守りながら、近況

や、抱える不安、想いなどを共有、共感する場となりました。 

 

参加保護者からは、｢家では十分に遊ばせてあげられない｣｢何をして遊ばせたらいいのか｣という声が上が

り、遊び場に困る親子との関わりを通して、新型コロナウイルスの終息が見えない世情であるが、直接人とつ

ながれる場所、親も子も安心して遊べる場所の存在は、子育てをするなかで必要不可欠なものだと感じまし

た。 

 

今後も感染症対策を行いながら、支援金で購入したタープ, プレイマットなどを活用し、外での活動を継続し

ていきます。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

この度は寄付を頂きありがとうございました。コロナ禍において誰もが大変な中、ご支援いただいた事本当

に感謝しています。これからも、出張子育て広場として発展させ、多くの子どもたちに安心した子育て支援を

続けていきます。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 NPO法人あかね 

 

■支援金配分情報  
 

期 支援金使途 金額 

１ 困窮世帯でネット環境が整っていない家庭へのオンライン学習支援で活用する

レンタル用タブレット（３台） 

135,000円 

２ 困窮世帯でネット環境が整っていない家庭へのオンライン学習支援で活用する

レンタル用タブレットの周辺機器 

114,000円 

 

■活動報告 
 

 

取り組んだこと（実施内容） 

当団体では、自主事業としての学習支援として不登校や発達障害などの学びにくさの有る子ども達に向け

て、タブレットや ICT教材及びオンライン会議システムを用いて、その子の習熟度や特性にパーソナライズした

形での学習支援や、岡山市からの委託事業としての岡山市こどもの学習サポート事業という、生活困窮世帯

のこどもたちへ上記の自主事業と同様の事業を無料で提供するという事業を行っている。その中で特に経済

的に困窮している世帯に関しては家庭にタブレットをレンタルすることで、オンラインで学習支援を行ってい

る。特にこのタブレットレンタルはニーズが大きく、タブレット台数が枯渇しレンタルを希望をしている家庭に

タブレットを貸し出せない状況が発生していた。今回の支援金を活用させていただきレンタル用のタブレット

の購入を行った。 
 

実現できたこと（成果） 

購入したタブレットは全てすでに対象家庭に貸し出されている。対象世帯のなかには生活保護世帯や基礎疾

患を持っておりコロナの感染リスクの高さから学校を自主休校していることで学習が著しく遅れてしまってい

る家庭などである、レンタルを行っている家庭では家庭学習で使ってもらうとともに、週に一度家庭訪問もし

くはオンライン会議システムを使ってのオンラインでの学習支援を行うことができた。 
 

                  
 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

寄付者の皆様、この度は当団体の活動に支援金を頂き、誠にありがとうございました。 

皆様からの支援金のおかげで、不登校や発達障害などの習熟度や特性にでこぼこがある子たちや、生活困窮

世帯の子たちへレンタルを行い、家庭学習のための教材としてやコロナ禍でのオンライン学習支援のためのイ

ンフラとして機能しております。中には家族以外との関係がほとんどない引きこもりがちなこどもも数多くお

ります。そんな家庭にとっては今回レンタルすることができたタブレットが唯一社会と繋がるツールとなって

いるケースもあります。このタブレットを通じてこどもたちの思いや希望をつなげていきたいと考えておりま

す。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 NPO法人みんなの劇場・おかやま 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ －   －     円 

２ 発達障がいの子どもの育児にかかわっている保護者や関係者を対象とした、オ

ンライン基礎講座実施 
55,000円 

 

■活動報告 
 

コロナ禍でマスクの着用を義務付けられたり、自由に外で遊べなくなったりと、発達障害の子どもたちには、

窮屈な状況が続いています。そのケアにあたる保護者の悩みも多いです。そのうえ、コロナ禍では、子育て広

場を開催しても、以前のようにお茶をしながら語り合うこともできなくなってしまいました。 

その状況を改善するため、オンライン子育て広場の開催を試みてみようと、導入部分で使うカンガルーポーの

紹介と発達障害を持つ子どもたちの特徴的な行動を解説する動画を作成しました。 
 

動画作成 

日時：2021年 4月 18日 10：00-17：00 

場所：OMC（おかやまメディアサポート/ハレピカスタジオ） 

エンジニア：金田正弘氏 

カンガルーポー代表 深瀬みどり 

全編 約 2１分 

＊オープニング  

＊発達障がい基本の「き」 

①子どものタイプ ②感覚のちがい ③365日の家庭療育 ④親として人として 
 

映像録画が 4 月末ごろ出来上がり、5 月 14 日のカンガルーポー子育て広場で活用しようと思っていたと

ころ、緊急事態宣言が施行段階に入り、会場が閉鎖になったため実施にはまだ至っておりません。 

必要な方にお届けできるよう、感染拡大が広がる中、次のアプローチを考えています。 
 

                 
 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

ご寄付を使わせていただいて、オンラインの子育て広場という新しい挑戦の機会をいただきました。 

コロナ禍で子育てに行き詰っている保護者を支援し、それを通して、子どもたちのストレスも軽減でき、困難

な状況を乗り切ることができるよう活動を続けてまいります。どうも、ありがとうございました。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 NPO法人志塾フリースクール岡山 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ コロナ禍でフリースクールへ来れない家庭へのアウトリーチ（訪問対応） 18,040円 

２ － －   円 

 

■活動報告 
 

 

令和 2年 4月 1日～7月末実績 

※支援員 2名体制・支援時間 90分～120分（スクール終了後・17時以降） 

 

今回のこの期間での対象者は、以下の通りです。 

① 小学 4年生（双子男女）岡山市中区※バス浜本町 対象期間４・５・６・７月 

② 中学 3年生（男子）岡山市北区※電車備前一宮駅 対象期間４・５月 

③ 高校２年生（女子）倉敷市※電車倉敷駅  対象期間 4月・5月 

④ 高校１年生（女子）岡山市南区※電車迫川駅 対象期間 4月・5月 

 

各支援の日程は次の通り。 

① 毎週火曜日（予定） 結果：4 月 14・21・28 日 5 月 12・19・26 日 6 月 2・16・23・30 日 

7月 7・14・21・28日 合計 14回 ※現状継続。 

② 不定期（月または金）結果：4月 13・27日 5月 8・18・29日 合計 5回 

※6月より復帰。 

③ 不定期（水曜日以外）結果：4月 17日 5月 22日 合計 2回 

 ※定着支援・現状通信制高校継続 

④ 不定期（随時可能） 結果：4月 24日 5月 21日 合計 2回 

※定着支援・現状通信制高校継続 

 

上記交通費については次の通り。 

① 天満屋バスステーション～浜本町 往復 280円×2名＝560円 560円×14回＝7840円 

② 岡山駅～備前一宮駅 往復 420円×2名＝840円 840円×5回＝4200円 

③ 岡山駅～倉敷駅 往復 660円×2名＝1320円 1320円×2回＝2640円 

④ 岡山駅～迫川駅 往復 840円 2名＝1680円 1680円×2回＝3360円 

以上①～④までの合計金額→18,040円 
 

以上。 

 

以下は、利用者・家族・本人の感想です。 

 

「スタッフの方々が、自宅まで訪問してくれて、良い関係をきづいていただいていたので、 

 夏休み明けからは、中山下のスクールの方へスムーズに、行くことができました。」 
 

「高校がスタートして続けて登校できるか心配でしたが、定期的に村本さん達が来てくれて 

 本人も、いろいろ助かったと思います。また困ったら、お願いしたいと考えています。」 
 

「学校いけなくなったら、家いつでも来るから。と言ってくれたことが嬉しかった。」 

 

以上。 
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※写真はアウトリーチ（訪問支援）での支援の様子を添付しました。 

 
 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

 今回は寄付をありがとうございました。 

不登校状態の児童・生徒のアウトリーチ（訪問支援）については、理解等がまだまだで、寄付・助成金等が 

つきづらい感があります。（スタッフの人件費・経費などなど）。 

そんな中でも、今回は交通費に寄付金を利用させていただき、本当に助かりました。 

志塾フリースクール岡山訪問支援スタッフ・支援対象者家族から、感謝の気持ちを伝えたいと感じます。 

改めまして、今回は貴重な寄付をありがとうございました。大変、感謝です。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 NPO法人東備子ども NPOセンター 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ 無料個別相談の拡充および個別学習支援の実施 219,000円 

２ － －   円 

 

■活動報告 
 

 

〇相談対応 

 ●実施時期：通年  ●対象：保護者  ●相談件数：延べ 125件   

 ●概要：メール、電話、対面(予約制)による相談対応。 

 ●内容・効果： 

子育て、子どもの発達、不登校、学習、生活、就園など、幅広い相談に対応しました。 

移動や外出の制限、つながり・学びの場の休止で、孤立した子育て世帯のフォロー(情報支援や具体的なア

ドバイス)をすることができました。 

県内の団体や行政とも連携し、必要な支援を確実に、スムーズに受けられるようサポートすることができまし

た。 

コロナ禍で支援がしにくくなった自治体などからの相談も増えました。 

 

〇学習サポート 

 ●実施時期：2020年 8月～2021年 3月  ●活動場所：団体事務所 

 ●対象：小学生  ●参加者：延べ 87名  ●協力者：支え合い会員、大学生、 

 ●概要：放課後の簡単な学習サポートなど。 

 ●内容・効果： 

放課後時間を利用し、感染症対策をとりながら、子どもの学びのサポートをした。 

利用する子どもの居場所になっており、様々なことが制限される中での楽しみや安心感に繋がっている。 

異年齢が関わりあい配慮し合うことは、学習面だけにとどまらない学びとなっている。 

 

〇支え合い親子支援 

 ●実施時期：2020年 8月～2021年 3月  ●活動場所：個人(利用者)宅 

 ●対象：小学生、小学生以下の子どもがいる家庭   

●利用：述べ 12時間(数件はより利用料金の低いファミリーサポートで対応) 

 ●概要：(生活支援)家事サポート、産前産後サポート、外出サポート 

     (学習支援)子どもの学習のサポート、遊び相手 

 ●内容・効果： 

内容に応じてファミリーサポートでも対応し、できるだけ負担が小さくなるようにした。 

掃除や整頓など、生活面でのサポートをすることにより子どもの生活環境を整えることができた。 

新型コロナの影響で、県外家族からサポートが得られなくなった家庭からの相談が多かったが、身近に頼れ

る場・人ができたことで、出産や子育ての安心感につなげることができた。 

 

 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

 

皆さんの寄付により、相談対応から直接の支援まで行うことができる支え合いのシステムを拡充できました。ま

た、子育て家庭が利用しやすいよう、利用料金の一部補助もできました。 

 相談したり、いざとういう時に頼ったりできる人が地域にできるということは、毎日の大きな安心感に繋がってい

ます。ご協力、本当にありがとうございました！ 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 一般社団法人医と食でつながる瀬戸大橋 LINE laboratory 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ 繊細さん、敏感さんへの環境とカラダに優しい洗剤、除菌などの配布 100,000円 

２ 繊細さん、敏感さんへの環境とカラダに優しい洗剤、除菌など・岡山県内の農

薬不使用・無施肥の新米の配布 
121,330円 

 

■活動報告 
 

 

◎解決に取り組んだ課題： 

コロナ渦中での支援の重要性を痛感しております。 

妊婦さんや新生児を抱えたお母さんのためのケアは、コロナ渦中で母親学級のないお母さんには不安 

の解消の必要性があります。 

また、賃金減少が原因で、ご家庭の不安が増大していることは事実です。 
◎ニーズ・目的： 

生きていくために不可欠な「衣・食・住」の日常生活の基盤を軸に、自然治癒力自己免疫力など、 理解

認知のために、未熟ながら活動を行っております。 

そして、未曾有の西日本豪雨災害による被災地支援で サポートをする中での昨年のコロナウイルスに

よる渦が、健康のみならず経済的な被害がある中で、 私たちの活動をより高めていき、情報を提供す

る機会と場所に出向いたり創出して役立てることを考えました。 

 

 
１期 

繊細さん、敏感さんへの環境とカラダに優しい洗剤、除菌などの配布 

◎実施時期：令和 2年 7月～10月 

◎対象者：おいでんせぇカフェに来られる親子、妊婦さん対象。繊細さん、敏感さん。 

◎参加人数：30世帯の対象の敏感さん繊細さん親子に、石油系を使用していない洗剤、除菌スプレーの配布。 

◎内容：石油系を使用していない洗剤、除菌スプレーの配布。 

◎参加者の声： 

・3歳の子供がアトピーで体質でお風呂が大変でしたが、とても楽です。 

・子供が 5人いますが子供がお手伝いしてくれるので安心して使用できます。 

・生後 3ヶ月の赤ちゃんの沐浴に使用しましたが、皮膚の荒れもなく安心です。 

 

２期 

繊細さん、敏感さんへの環境とカラダに優しい洗剤、除菌など・岡山県内の農薬不使用・無施肥の新米

の配布 

◎実施時期：12月～3月 

◎対象者：おいでんせぇカフェに来られる親子、妊婦さん対象。繊細さん、敏感さん。 

◎参加人数：30世帯の対象の敏感さん繊細さん親子 

◎内容：石油系不使用の環境とカラダに優しい洗剤、除菌スプレーなど・岡山県内の農薬不使用・無施肥の

新米の配布 

◎参加者の声： 

・1歳の子供がアレルギーでお風呂が大変でしたので助かりました。 

・生後１ヶ月の赤ちゃんの沐浴に使用しました、皮膚の荒れもなく安心です。 

・子供がマスクができないので、除菌スプレーが助かります。 

・アレルギーっこなので農薬不使用のお米は大変ありがたいです。 

・授乳中での食について不安がありました。安心安全なお米ありがとうございました。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

コロナ対策用の洗剤など、繊細な妊婦さんや、親子さん、マスクのできない子供さんにとてもありがたがられております。 

コロナ渦中で妊婦さんや新生児を抱えたお母さんのためのケアは、不安は免疫力も下げるので必要性が

あります。 

また、賃金減少が原因で、ご家庭の不安が増大していることで、少しでも安心していただくことができま

した。 

心より感謝を申し上げます。 

ありがとうございました。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 一般社団法人北長瀬エリアマネジメント 
 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ － －    円 

２ コミュニティフリッジ開設のために必要な衛生用品や備品及び岡山県内の高校

生〜大学生と一緒につくる「アオハル文化祭」開催 
100,000円 

 

■活動報告 
 

第 2期 

・北長瀬コミュニティフリッジ 

利用する方のご都合に合わせて24時間いつでも食料品や日用品を無償で受け取り可能な「北長瀬コミュニテ

ィフリッジ」を 2020年 11月 20日より運営開始しました。 

冷蔵庫、冷凍庫を完備していますので提供できる食品のラインナップ利用できる対象者は、児童扶養手当、就

学援助、生活保護を受給されている世帯になっており、食品、日用品の提供をしてくださる寄付者様の支えで

成り立っています。2020 年 3 月 31日時点で提供希望者数 344 名、個人寄付者 457 名、企業・団体登録

者数 22 件となっております。利用する方も寄付してくださる方も予想を上回る数となり、1 日の利用する稼

働も 30 組〜40 組とそれだけ困っている方がいる現実を知りました。新型コロナウイルスの感染対策として

清掃業務は心がけ、アルコールの設置や冷蔵庫、冷凍庫のドアノブ等のアルコール清掃も定期的行いました。 

また、商品提供だけではなく、技術での寄付企画として、卒業や入学シーズンを迎える子どもを対象に無料で

散髪するチャリティーカットを実施したり、HASHTAG 岡山のキッチンを使って毎月誕生日会を企画したり

と、北長瀬コミュニティフリッジを利用する方には様々な出会いを提供できたらと思い今後も継続して運営を

していきます。 

 

・アオハル文化祭 

新型コロナウイルスの影響で高校生、大学生の文化祭が相次いで中止・延期になっている一方で、貴重な学生

期間の青春を取り戻そうと「アオハル文化祭」を企画しました。 

高校生・大学生で開く飲食店企画、音楽ライブやダンスショーができるテージ企画、記録に残るフォトスポット

の企画を実行委員会を立ち上げ進めました。 

コロナ対策としては、飲食店での利用の際にはチケット制度を導入し、お金のやりとりを減らすことやマスクを

着用していない方向けにマスクを無料配布してマスク着用必須のイベント環境をつくろうと考えていました。 

ただ、実行委員会の学校で新型コロナ感染者がでてしまい苦渋の決断で延期することになりました。 

現在、2021年 8月に開催予定で企画を進めています。 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 

この度は、貴重な寄付を当法人にも使わさせていただきありがとうございました。 

まだまだ、課題は多くありますが、取り組んでいる活動を継続して運営をしていきたいと思います。 

 
コミュニティフリッジの様子 たくさんの寄付をしていただきました 
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コミュニケーションボード 

アルコール設置 コミュニケーションボード 

大学生ボランティによる誕生日会 農家さんからレタスのご提供 
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アオハル文化祭立ち上げ 

イベントチラシ 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 サンサポートオカヤマ 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ おかやま親子応援プロジェクトにおける「妊婦さんのためのマスク」の配布 12,766円 

おかやま親子応援プロジェクトにおける「学習支援プロジェクト」の運営 28,000円 

２ おかやま親子応援プロジェクトにおける「妊婦さんのためのマスク」の配布 88,000円 

 

■活動報告 
 

 

２０２０年５月９日より岡山県内在住の妊娠中・乳幼児子育て中の方を対象にマスクを支援。 

きっかけは妊娠中つわりがひどい時期にマスクが息苦しい、においが気になるなどの声が届きました。マスク

が必須です。妊娠中のお母さんでも安心して着けることのできる妊婦さん用のマスクに健康祈願のご祈祷も

し、郵送しました。合計１００名のお母さんに届けることができました。受け取った方からは「肌ざわりもよく息

苦しさもにおいもない。このマスクのおかげで検診などの外出も快適でした。そして応援してくださる方がい

ることでコロナ禍の不安な気持ちを和らげ、勇気をもらいました」との声が届きました。マスクというモノの支

援だけでなく、優しい気持ちの支援にすることができました。 
 

緊急事態宣言の発令により学校が休校になりました。そんな中、もともと学習の定着に時間がかかるわが子

の家庭での学習サポートができない、休校中の宿題が多く、また家庭で教えることが困難であるなどの声が

ありました。子どもたちも自宅で過ごす時間が多くなり家族以外の大人と話す機会も減りました。先の見えな

い中、学習への不安が募っていました。学習支援の取り組みにより、子どもの顔が明るくなった、家庭での勉

強時間が増えたなどのメッセージを頂きました。 

 

   
 

                
 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

妊娠中、不安定になる時期もあるお母さんの心にも寄り添う支援となりました。たくさんの方より応援・ご

支援頂き本当にありがとうございました。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 NPO法人チャリティーサンタ 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ 困窮世帯を対象としたオンライン学習支援等で活用する物品（ヘッドホン等）の

配布費用 

30,000円 

２ － －   円 

 

■活動報告 
 

 

（取り組んだこと） 

新型コロナの影響を受ける中で急に学習支援や体験の場などのオンライン化が進みました。 

色々と必要なものが増える中で、困窮世帯を対象としたオンライン学習や体験に必要となるヘッドホンやイヤ

ホンを希望する支援団体を通じて無料配布を行ないました。 

フード＆ライフドライブ、学習支援の場、プログラミング教室の場などで提供することができ、約200世帯程

度に届けることができました。 

困窮な家庭の支援をする団体にとっては、なかなか全ての物品の買い揃えることは難しいと思われている家

庭も多く、団体・家庭ともに「活動がスムーズにできた」と喜びの声をいただきました。 

           
▲当団体のプログラミング教室でヘッドホンやイヤホンを使って授業を受けている様子 

 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

新型コロナの影響を受けるなか、集まることが困難となり、オンラインを通じての活動も増える一年となりま

した。 

家庭も勿論ですが、家庭を支援する団体にとっても活動の変更やお金や準備に時間がかかる一年となりまし

た。 

そんな中、企業から当団体にたまたま良質なヘッドホンの提供の声をいただきました。私たちだけではそのヘ

ッドホンやイヤホンを活かすことは十分にできなかったかもしれませんが、今回のおかやま親子応援プロジェ

クトに関わるみなさまをはじめ、家庭支援に関わる団体のみなさまにお届けすることで、家庭への活動の充実

化などをすることができました。 

みなさまにいただいた寄付金を得て、良質なヘッドホンなどを得ることができ、また活動に参加する家庭のサ

ポートを行うことができました。 

心より感謝申し上げます。 
 

 



1 

 

おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 NPO法人だっぴ 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ おかやま親子応援プロジェクトにおける「オンライン学習支援プロジェクト」の運営 27,500円 

２ おかやま親子応援プロジェクトにおける「オンライン学習支援プロジェクト」の運営 280,000円 

 

■活動報告 
 

 

◼ 活動背景・意図 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う休校により、学校ではカリキュラムの遅れを取り戻す動きがあり、保

護者から「学習スピードに子どもがついていけるだろうか」という不安の声が聞かれました。学習塾などで学

習の遅れを補完できる場合もありますが、経済的理由や感染防止の観点から、全ての子どもが学習塾に通え

るわけではありません。こうした状況を受け、小学 4 年生から中学 3 年生までの児童生徒において学習支援

などをオンラインで実施することで、学習の遅れに不安を抱える家庭への支援を行いました。 

 

◼ 活動内容 

【集合型学習会「オンラインまなびば」】 

サポーターの大学生がオンラインで子どもの宿題を見守ったり、話を傾聴したりしながら過ごし、子どもとの

信頼関係をつくりました。6月～8月の間に 9回開催、延べ 26名が参加。 

【個別学習支援「オンラインまなびば 1on1」】  

上記「オンラインまなびば」に参加した子どもが、「オンラインの 1対 1 でも大丈夫そうだ」と感じた後、週 1回

のペースで個別の学習支援を行いました。1 回あたり 30 分～1時間の範囲で、家庭の希望に合わせて実施。

6月～1月の間に 203回実施しました。 

 

◼ 成果 

 学習についていけない不安を解消することができました。 

 人と会えない期間が続く中、親でも学校の先生でもない、日常の中にあまりない「大学生とのナナメの関

係」という新しいつながりを提供することができました。 

 寄り添ってくれる存在（大学生）がいることで、自尊感情や学習意欲の向上が見られました。実際に成績

が上がっている事例も生まれました。 

 そうした子どもの変化を目の当たりにして、保護者の方も子育てに向かう気持ちが楽になったという声

をプロジェクト終了後のヒアリングから多数伺いました。 

 

             
 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

この度は、おかやま親子応援プロジェクトにご寄付いただきまして、誠にありがとうございました。子どもたち

の豊かな育ちが、親への良い影響を与えるということで、今回のチャレンジを通してよく分かりました。社会全

体で子どもや家庭を支えていくことの重要性と、それを肌感覚をもって理解することの大切さ。今後の挑戦に

活かしていきたいと思っておりますので、引き続き何卒よろしくお願いいたします。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 NPO法人岡山 NPOセンター 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ おかやま親子応援プロジェクトサイトの制作 27,469円 

２ おかやま親子応援プロジェクト企画「コロナ対策ケーススタディ（感染症対策に

関するオンライン学習会）」の実施 
54,264円 

 

■活動報告 
 

 

１．おかやま親子応援プロジェクトサイトの制作 

参画団体の募集や取組について紹介するサイトを、作成しました。 

報告会の様子なども見ていただけますので、ぜひアクセスしてみてください。 

＜ おかやま親子応援プロジェクト HP ＞ 

http://okayama-oyako.com/ 

   ※ クラウドファンディングの支援金では、上記サイトの前身サイトを作成しました。 

 

２．おかやま親子応援プロジェクト企画 

「コロナケーススタディ（感染症対策に関するオンライン学習会）」の実施 

●実施時期：2020年 10月 5日(月)15:00-17:00 

●主な対象：子どもや親子を対象とした取組をしている NPO等 

●内容 

子どもたちが集まる行事や活動を開催する際、「予防対策は何をすればいいの？」「万が一の感染拡大を防

ぐためにはどうすればいい？」など、自分たちの現場で起こっている具体的な悩みや疑問は数多くあります。

今回の勉強会では、コロナの感染拡大により子どもたちの体験活動を止めることのないよう、各団体がどの

ような対策を取ると良いのか、専門家の助言と NPOにおける事例を通じて学びました。 

『公衆衛生学の専門家から学ぶ「コロナ対策ケーススタディ」』 

・講   師：土居 弘幸さん （岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 特命教授） 

・事例報告：①公益財団法人 YMCAせとうち ケース：野外活動 

②NPO法人岡山市子どもセンター ケース：舞台芸術鑑賞 

③NPO法人だっぴ ケース：ワークショップ  

当日は、会場参加のほか、YouTubeでの配信もおこないました。 

今でもご視聴いただけますので、ぜひご覧いただき、活動のご参考にしていただけましたら幸いです。 

＜ YouTube ＞ https://youtu.be/JFShsGFiM5A 

●参加者の声 

・ 知りたいことを土居先生がデータを示しながら、個人的見解を交えつつ歯切れ良く話してくださった。 

また、ケーススタディは、岡山の団体の実体験が生々しく公開されていたため、大変わかりやすかった。 

・ 自分の団体の活動をする上で、何を対策していけばいいのか考えられるいい機会になった。 

・ 土居先生のお話をもう少し聞けたらよかった。  
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事例報告の場面（左は NPO法人だっぴの森分さん、右は講師の土居先生） 

 

 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

 本当に大勢の方からご支援をいただき、まことにありがとうございました。子どもたちの育ちを止めないた

めに自分たちができることを、手探りしながらひとつずつ取り組んできた一年となりました。感染防止のため

に、なかなか体験活動を提供できないというもどかしさを抱えつつ、「なんとか安全に開催し、安心して参加し

てもらえるような状況をつくりたい」という思いから、今回の勉強会を企画しました。 

みなさまからご支援をいただいたおかげで、講師をお招きすることができ、また、動画（クリアな映像と音

声）にて記録を残すことができました。その場限りでなく、後々までご活用いただける勉強会が開催できたの

は、みなさまのご支援と応援があったからです。 

 コロナウイルスは依然として猛威をふるっていますが、引き続きみなさまと共に、子どもたちの育ちを支え

ていくべく、頑張ってまいりたいと思います。 

 心からの応援、本当にありがとうございました。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 NPO法人岡山市子どもセンター 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ ひとり親家庭 50世帯を対象にした鑑賞会へのご招待 350,000円 

２ ひとり親家庭 50世帯を対象にした鑑賞会への無料ご招待に関する経費 101,600円 

 

■活動報告 
 

 

1期について  

（実施内容） 

2020年 11月 3日（火・祝）当法人設立 20周年記念鑑賞会「エルマーのぼうけん」に、ひとり親家庭 50世

帯（100 名）を対象に鑑賞会への機会を届けるため、無料招待の取り組みを行いました。申込方法は、希望の

時間帯と参加人数等を記載したグーグルフォームに回答してもらう形式をとりました。なお、回答は、親子応

援メール配信を通じて募集しました。募集をした翌日には、定員 50 世帯を超える申し込みがあり、申込 74

世帯（184名）を招待することとなりました。 

 

（成果） 

ひとり親世帯の親子にも舞台芸術に触れる機会を届ける仕組みを模索している中、親子応援メールでの配信

の結果 100名を超える申し込みがありました。この親子応援プロジェクトを通じて、今まで当法人だけでは届

けることができなかった方々へお知らせをすることができました。当日は、親や友だち、その他様々な人と一

緒に生の舞台鑑賞をする時間を提供することができました。 

 

 

2期について 

（実施内容）1 期で募集をしたひとり親家庭７４世帯へ無料招待券を郵送するための封入発送作業を行いまし

た。また、鑑賞会の感想を収集するため返信用の感想用紙と封筒も同封しました。 

 

（成果） 

鑑賞会後、参加者から様々な感想をいただくことができました。「すごく面白くて楽しかったです。鑑賞会後、

息子が自転車を練習すると初めて乗れました。三半規管に病気があってバランスを取るのが難しく、保育園の

時から練習していたのに乗れないから半分諦めていたのですが、乗れたので嬉しかったです。」「今回ひとり親

家庭の招待チケットを送っていただき、鑑賞できる日を心待ちにしていました。息子は図書館で借りてきた

「エルマーのぼうけん」を何度も読み、実際に人形劇を鑑賞できて感激していました。鑑賞後の帰り、自分の本

にどうしてもしたいとエルマーシリーズの３冊の本を購入しました。」などの心温まる感想が届きました。また、

これらの感想を親子応援プロジェクトの中間報告書にも記載し、ご支援いただいた方々へこの取り組みが実

現したことを報告することができました。また、劇団の方はこのような新しい仕組みに刺激を受け、「まだまだ

やれることがある」という未来への希望を見出されていました。このプロジェクトがきっかけとなり劇団の

方々も勇気づけられたことは当団体にとっても励みになりました。ひとりでも多くの子どもたちや親子に舞台

芸術に触れる機会を提供したいということから、懸案事項となっていたひとり親世帯の親子への支援をこの

プロジェクトを通じて実現できたことは大きな一歩となりました。一方で、子どものニーズがあること、このよ

うな取り組みを継続していく方法も考えていく必要があると感じています。 
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【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

みなさまのご支援のおかげでひとり親世帯の親子に舞台芸術鑑賞に触れる機会を届けることができました。

感謝申し上げます。引き続き、多くの方々と繋がりながら子どもが豊かに育つ環境づくりに邁進していきま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

■団体名 

 公益財団法人 YMCAせとうち 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ リターンにかかる費用／「【泊まって応援】オーシャンビューテラス付きコテージ

で家族キャンプできる権利」の宿泊費 

130,000円 

おかやま親子応援プロジェクトにおけるオンライントークライブ実施 175,000円 

２ 経済的困窮家庭児童を対象としたキャンプ・スクールの実施と映像制作 315,000円 

 

■活動報告 
 

 

①「【泊まって応援】オーシャンビューテラス付きコテージで家族キャンプできる権利」の宿泊費 

実施時期 ：夏休み 

対象者  ：ファウンディングに応答してくださった方々にユースセンター牛窓での宿泊提供 

参加人数 ：３０名 

課題ニーズ：独立した安全な環境の中で、小さい単位でのんびり宿泊体験をし、 

      日常を取り戻していただく。 

目的内容 ：家族親族貸し切りコテージ宿泊キャンプ 

反応感想 ：安心安全な環境、ゆったりと過ごすことができ良かったとの評価をたくさんいただいた。 

感想   ：海が近く、自然に囲まれている。一棟貸し切りのため気兼ねなく過ごせた。 

      広々した空間で開放感がありリラックスできた。 

      コロナ禍で家族旅行を断念する方も多い中、夏の思い出を作るために最高の場所でした。 

      キャンプファイヤーや手持ち花火、BBQに手作りピザ作り。 

      やり残したことがたくさんあるので、機会があればまた利用がしたいです。 

      虫取り網とかごを持って行くと、多くの昆虫に出会え、こどもたちは楽しめます！ 

 

②おかやま親子応援プロジェクトにおけるオンライントークライブ実施 

実施時期 ：2020年度内月１回ペース 

対象者  ：各団体の会員・広く市民一般 

参加人数 ：実施回数 ９回 再生回数合計 2234回 

課題ニーズ：コロナ感染拡大状況の中、各団体が考えるニューノーマルを提示し、共に歩む契機とします 

目的内容 ：ZOOMならびに YOUTUBEによるオンライン配信 

感想   ：OMS支援により、配信技術が低くても良質のコンテンツを提供できることが分かりました 

 

③経済的困窮家庭児童を対象としたキャンプ・スクールの実施と映像制作 

実施時期 ：2020年１２月２７〜２９日 

対象者  ：経済的困窮家庭児童経済的困窮家庭児童（親子応援メール利用による募集） 

参加人数 ：２０名 

課題ニーズ：経済格差が体験格差となっている現況を憂い、困難な状況にあるご家庭のこどもたちこそ、 

      デジタル技術の習得することで、今後の人生をいきる有益なツールとなると確信をもち、 

      事業を計画しました。 

目的内容 ：日帰り３日間の映画作り教室の実施 

      内容決定、シナリオ、撮影、編集全てをこどもたちがグループで考え実施しました。 

感想   ： 

毎回、色々と楽しい時間を作って頂き、ありがとうございます。子供自身、YMCA のプログラムを大変気に入

っており、参加できることをとても喜んでいます。今後も、よろしくお願いいたします。 

適切な、丁寧な関わりを持ってくださりありがとうございました。子供達の見本となるような素晴らしい方々

で感動しました。 

"3日間、お世話になりました。子供から楽しい！と聞けて嬉しかったです。安心して任せることが出来ました。

ありがとうございました。制作した動画も楽しく拝見しました。お土産のヘッドフォンもありがとうございまし

た。ぜひまた参加したいと思います。" 
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"個人の意見をしっかりと聞いてくださってありがとうございました。よい体験ができたと思います。" 

みんな明るいし、優しかったから楽しく参加出来ました。また機会があれば参加したいです。 

 

知らない人の中での活動だったので、そういう子供への配慮や支援が大変だったかと思います。おかげで大

変楽しめたようです。ありがとうございました。 

 

子どもに寄り添ってサポートしてくださったおかげで、良い経験として心に残ると思います。ありがとうござ

いました。 

 

"この度は 3 日間大変お世話になりました。学校でプログラミングの授業が始まり、少し興味を持っていた程

度での参加でしたが、初心者にも丁寧に御指導下さりありがとうございました。 

 

自分達で案を出し合い、役割分担をして動画を作りあげたことで、達成感を感じられる事が出来たようです。 

 

今回体験した時間がこれからの息子の人生にとって何かのきっかけになれば嬉しいなと思っております。 

 

コロナ禍中でのキャンプで、感染対策にも気を配りながらの活動、大変な事もあったかと思います。最後まで

事故なく無事に終わることが出来たことは、リーダーを始め、御指導下さったＯＭＳの方、YMCA の方々の御

協力とご支援のおかげです。またこのような機会がございましたらぜひ参加させていただきたいと思います。

ありがとうございました。" 

 

参加させていただいて、とても楽しかったみたいです。パソコンに触れて自分で作ったり、皆で楽しく過ごした

ことがとても思い出に残ったようで帰ってから生き生きしていました。コロナで大変中、参加させていただき

ありがとうございました。また機会がありましたら、宜しくお願いいたします。 

皆さまのおかげで楽しんで通えました。ありがとうございました！ 

 

  
 

  
 

 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

コロナの中だからこそ、やるべき課題がたくさんあると認識できた機会でした。これからもこどもとその家族

の育ちを止めないために、さまざまな支援活動を継続していきます。何卒ご支援のほど、よろしくおねがいし

ます。 
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おかやま親子応援プロジェクト 支援金分配団体 
 

 活動報告書  
 

 

■団体名 

 おかやま親子応援プロジェクト 

 

■支援金配分情報 
 

期 支援金使途 金額 

１ リターンにかかる費用／中間報告書作成、発送、缶バッヂの作成にかかる費用 41,993円 

支援金配分にかかる振込手数料 1,650円 

２ 中間報告書作成費用 216,710円 

支援金配分にかかる振込手数料 1,320円 

 

■活動報告 
 

 

クラウドファンディングでご支援をいただいたみなさまへのリターンとして、全員へお送りする「プロジェクト

の中間報告書」、10,000 円以上のご支援をいただいた方へお送りする「おかやま親子プロジェクトサポータ

ーの証（缶バッジ）」の２点について、このたびお寄せいただいた支援金によって作成し、おひとりおひとりへ

お送り致しました。(※リターンを辞退された方、缶バッジのリターンを含まない「泊まって応援」を選ばれた方

を除きます) 

 

◆支援金配分にかかる振込手数料 

各プロジェクト参加団体の活動計画・報告をもとに、お寄せいただいた支援金の配分を行いました。配分先・配

分額については呼びかけ人全員での協議のうえで決定しております。その資金を各団体へ送金する際の振込

手数料について、本支援金から支出させていただきました。 

 

◆中間報告書 

クラウドファンディングページの「新着情報」やプロジェクトの Facebook ページ等ではお伝えしきれなかっ

た、プロジェクトで実際に行ったこと／参加・利用いただいた方の声を積極的にお伝えすること、またプロジェ

クト呼びかけ人からのお礼の言葉を皆様へお伝えさせていただくことを目指し作成致しました。編集アドバイ

ザーとして、楽天グループによる「Rakuten Social Accelerator」を通じてプロジェクトへ参加いただい

た社員の方にボランティアで関わっていただいたほか、誌面デザインは岡山で子ども支援にも積極的に関わ

られているデザイナーさんへお願い致しました。なお発送費を当初予定より多く必要としたため(住所不明に

よる再送等)、予算額と実績額との差額分をクラウドファンディング以外の資金源で負担しています。 

※報告書の PDFデータを公開しています。 http://okayama-oyako.com/2021/02/01/report/ 

 

◆おかやま親子プロジェクトサポーターの証（缶バッジ） 

本プロジェクトのキャッチフレーズのひとつである「#だれもひとりではない」をモチーフとし

て缶バッジを作成致しました。コロナ禍で課題を抱える親子の存在、その方たちを支えようと

する各団体の取り組み、そして本プロジェクトについて思いを寄せていただくきっかけとなれ

ば幸いです。 

 

 

【寄付者のみなさんへのメッセージ】 
 

改めまして、このたびは本プロジェクトへのご理解とご支援、また温かい応援をいただき誠にありがとうござ

いました。新型コロナウイルスによる感染症の拡大は残念ながら今日においても続いており、私たちの取り組

みも形を変えながら継続していくことを予定しております。活動のご報告についてもより充実させ、みなさま

へお伝えできればと思いますので、今後とも引き続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

 

http://okayama-oyako.com/2021/02/01/report/


















団体名：

(単位：円)

金　　額

１

3,752,000

２

200,000

300,000

1,000,000

３

0

100,000

5,352,000

１

100,260

33,662

385,842

519,764

536,000

374,880

19,932

930,812

1,292,775

1,673,000

311,097

412,720

3,689,592

5,140,168

２

0

0

0

0

0

0

0

0

5,140,168

  211,832

211,832

0

  211,832

おかやま親子応援プロジェクト

＜備考＞
・※1　第一期配分の内訳はこちら
　https://readyfor.jp/projects/okayamaoyako/accomplish_report
・※2　第二期配分の内訳はこちら
　https://readyfor.jp/projects/okayamaoyako/announcements/152676

受取助成金

受取寄付金(クラウドファンディング)

受取寄付金

Ⅰ 経常収益

科　　目

受取利息

その他収益

（岡山市）子どもの居場所緊急助成

（福武教育）コロナ緊急助成

（岡山県）地域パワーアップ事業

（1）親子応援メール

事業費

Ⅱ 経常費用

　　経常収益計

雑収益(地域再生大賞賞金)

（2）学習支援

親子応援メール計

企画協力費（人件費）

ウェブサイト構築・管理費

チラシ印刷費

（3）プロジェクト配分

学習支援計

支払い手数料

運営協力費

学生アルバイト人件費

プロジェクト配分計

READYFORへの支払手数料

CF全体共通経費(報告書・手数料等)

第二期配分　※2

第一期配分　※1

給料手当

役員報酬

（1）人件費

管理費

事業費計

活動計算書
2020年	4月21日～2021年3月31日まで	

次期繰越正味財産額

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

当期経常増減額

　　経常費用計

管理費計

その他経費計

雑費

地代家賃

業務委託費

（2）その他経費

人件費計

https://readyfor.jp/projects/okayamaoyako/accomplish_report
https://readyfor.jp/projects/okayamaoyako/announcements/152676

	プロジェクトについて
	LIVE配信
	オンライン学習支援
	親子応援メール
	物資のご支援
	お問合せ・ご相談
	プロジェクトを応援する
	クラウドファンディングご支援者様一覧
	メディア掲載
	宣言
	参画団体からの活動報告
	活動報告書(クラウドファンディングレポート)
	決算報告

